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衛星三次元測位

○現状の港湾工事（海上工事）では、変動する潮位の観測を行い、最低水面と潮位の差を補正して工事・測量を行って
おり、労力や時間を要している。
○海上保安庁は、最低水面の地球楕円体からの高さを面的に定めたデータセットである「水路測量基準面2025（最低水
面モデル）」の公開を一部の海域で進めており、港湾及び開発保全航路については、導入の時期について、港湾局と
調整を行っているところ。

○最低水面モデルの導入がされた港湾及び開発保全航路では、工事事業者等が、GNSSによる衛星三次元測位により、施工
面の地球楕円体からの高さを測位することにより、潮位補正を行わない工事・測量が可能となる。

※港湾施設の建設・改良・維持では、最低水面が水深の基準となっている。

※GNSS：Global Navigation Satellite System（全地球航法衛星システム）の略称 地球楕円体：衛星測位の基準であり、地球全体の形を数学的に表した回転楕円体に模したもの

海上工事
（衛星三次元測位）

船体の高さ＝GNSS測位値（鉛直）
＝受信機の楕円体高

海上工事
（現行）

最低水面
「地球楕円体からの高さ」で定義

・常設検潮所がない場合、簡易検潮所の設置が必要。
・測量期間中の連続観測（検潮資料整理）と潮位補正が必要。

・リアルタイムで最低水面が
把握できない。

最低水面
「基本水準標等下の高さ」で定義

施工（測量）水深＝（計測値ｰ潮位）

計測値

基本水準標

施工（測量）水深＝計測値ｰ（船体の高さｰオフセット値ｰ最低水面の楕円体高）
潮 位

検潮所の水面

検潮器

※モデル工事：現行手法を正として適用しつつ、衛星三次元測位を用いた測量・出来形管理手法等も実施する工事

最低水面モデルの検証
（従来の潮位補正との精度
比較など）

モデル工事
（浚渫工・床掘
工）に向けた
要領等の作成

実証試験（R8：地盤改良工・基礎工）・モデル工事の実施
各種要領の作成・更新、説明会
協議が整った港湾・開発保全航路から順次、最低水面モデル導入

【参考】港湾工事における衛星三次元測位の実用化に向けた検討状況


